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論.文 内 容 要 旨
イ ラ ク サ 科 に 属 す る カ ラ ム シ 属(Boehmeria)植 物 は 熱 帯 地 方 で100種 以 上 も 知 ら れ て お り,
日本 で は12種 を 産 す る と さ れ て い るが,雑 種 形 成 も 著 し い た あ そ の 分 類 は 必 ず し も 容 易 で な い 。
こ れ らの う ち,ナ ンバ ン カ ラ ム シ β.疵 昭 αLINN。 は 苧 麻 と 呼 ば れ,名 医 別 録 お よ び 本 草 綱 目
に も 収 載 さ れ,根,葉 と も に 利 尿 お よ び 脱 肛 な ら び に 消 渇 の 治 療 に 効 あ り と さ れ て い る 。 ま た,
B.∫ γ魏8。 鍋 偲 丁㎜B.var.∫ γ碗 θ3・弗 ・θの 根 を 台 湾 で は 山 苧 麻 と称 し,肝 臓 疾 患 に 対 す
る 民 間 薬 と して い る と い う。,
カ ラ ム シ 属 植 物 の 成 分 と し て は,ラ セ イ タ ソ ウB.蕊 ♂・魔WEDD。 オ ニ ャ ブ マ オB.ん ・♂03θ箆 一
・召αBLuME,ヤ ブ マ オB.ノ αpoπZ・ αMIQ.か らrutin(1)が,カ ラ ム シB・ π初 鶴GAuD・ が ら
rhoifo璽inが,B.ア ♂碗ypんy〃 αDoN.お よ びB.oyあ π♂商oαSw.か ら0-lnethyipleurosper-
mine,cyrptopleurlneお よ びsecocryptopleurineが,メ ヤ ブ マ オ8。P♂6π66∫o～6αFRANCH.
・・S却ATか ら ・.physci・ 直・ ・m・di・ …achidicacid・b・h・nicacid・ .β一・i…t…1.・ …
011cacidお よ び β一sitosteryl一 β 一D-glucosideが,ま た ・B・ ノγ磁830飢oθ 丁耳UNB・var・
アγ撹830θ πo¢ か らbehenicacid・st.ea「ica『id'Palmit童cacid"8-sitoste「ol〆u「so一 '
Hbacid,19一 己一hydroxyursolicacid,コ ー ヒー 酸 エ ス テ ル お よ び!∂ 一sitosteryi一 β一D-
glucosldeが 単 離 報 告 さ れ て い る。 ま た,B.・y`翫 ¢箆 ・α か ら は ア ル カ ロ イ ドを 検 出 した と い
う報 告 も あ る 。
著 者 は 本 属 植 物 の 成 分 を さ ら に 詳 し く検 索 し,薬 用 資 源 の 開 発 に 資 す る 目 的 で,ア カ ソB.ご γト
偲3P魔M血No.,コ ア カ ソB.3P乞oα6αTHuNB.,オ ニ ヤ ブ マ オ β・んo♂086擁08αBLuME,
ヤ ブ マ オ 侃 ・ゆ ・μ ・・s甲 皿 お よ び ナ ン バ ン麺 ム シ β・珈 ・・L・ ㎜ ・の メ タ ノ}ル 抽 撒
を 製 し,薄 層 ク ロ マ トグ ラ フ ィー で 比 較 検 討 し た と こ ろ 大 差 が 認 め ら れ な か っ た の で,比 較 的 容
易 に 入 手 で き る ア カ ソ を 主 に 成 分 研 究 し,続 い て オ ニ ヤ ブ マ オ に つ い て も成 分 検 索 を 行 な つ た.Q』
そ の 結 果,ア カ.ソ の メ タ ノ ー ル エ キ ス か らboehmerin(皿), .りoehmenan(皿),ak馨olignan
(W)お よ び(一)一epiafzdechln一(「)一epicatechin「4,8(or6)一dimer(V)と 名 づ け た 新
化 合 物 を 単 離 し,そ れ ら の 化 学 構 造 を 解 明 し た 。.ほ か に,quercetin(m,taxifolin(町),
avicularin(V歴),(一)一epicatechin(双),(一)一epicatechin一(.一)一epicatechin-4,8
(or6)一dimer(X),astragalin(X[),hyperin(XQ,),kaempferol-3-rutinoside(XII[),
rutin(1),β 一sitosterol(瀞),01eanoHcacid(XV)お よ びmethylcaffeate(XVI)を 分
離,同 定 す る と と も に,脂 肪 酸 画 分(X凪X鴨),高 級 ア ル コ ー ル 画 分 αX)お よ び 高 級 脂 肪 酸
メ チ ル エ ス テ ル 画 分(XX)を 得,各 画 分 の 構 〕戎 成 分 に 検 討 を 加 え た 。 そ の 抽 出 分 離 をScheme1,
一67一
Scheme2お よ びScheme3に 示 す 。 ま た,オ ニ ヤ ブ マ オ の 葉 の メ タノ ー ル エ キ ス よ 一りScheme
2と 同 様 に して,astragalin(皿),hyperin(粗),kaempferol-3-rutinoside(阻)お よ び
rutin(1)を 単 離 し た 。 な お,4種 の 新 化 合 物 に 関 す る 知 見 の 概 略 は そ れ ぞ れ 次 の 通 り で あ る 。
Bo⑳merin(皿 .)は 黄 色 粉 末 で,Mg-HCI反 応(榿 赤 色)そ の 他 か ら フ ラ ボ ノ イ ド と 考 え ら れ
た 。 そ のNMRス ペ ク トル の2.18ppm(3H,S)の シ グ ナ ル お よ びIRス ペ ク トル の17200ガ1
の 吸 収 か ら ア セ チ ル 基 の 存 在 を 予 想 し,ア ル カ リで 処 理 し て 脱 ア セ チ ル 体 し顎)を 得 た 。Hの ㎜
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・…r・・脚 … 画 ・血 ・
に離 場 シ ・ ト'してい る ・ とか ら.・ア セ チ ル基 は ア ル ・一 ル性 水 韓 と結 命 して い た と解 され る・
_方,Hを 酸 で 加 水 分 解 してquercetin(W).とarabinoseを 得 た こ と よ り 聾はarabinose部 に
ア セ チ ル 基 を も つquercetin-arabinosideで,UVス ペ ク トル か ら糖 の 結 合 位 置 をquercetin
あ3位 と 考 え た 。 ま た,ア セ チ ル 基 の 結 合 位 置 はNMDRス ペ ク トル よ りarabinoseの3位 と 考
え られ た 。 な お,β 一glucosidase.に よ り加 永 分 解 さ れ る こ と,.お よ びanomericprotonの 結 合


















Boehmenan(皿)は 無 色粉 末 で,MSス ペ ク トル よ り分 子量712と 考 え た。 ま た,ア セ テ ー ト
のNMRス ペ ク トル で 診個 の フ 手ノ ー ル性 ア セ チ ル基 が認 め られ る こと か ら,皿 は3個 の フ ェノー
ル性 水 酸 基 を 有 して い る。13CNMRス ペク トル か ら,メ トキ シ基 が4個 》 メチ レ ン基4個,メ チ
ン基2個,二 重結 合 に 関 与す る炭 素28侮 お よ び共 役 エ ステ ル 基2個 の存 在 が 予 想 され#。IR
スペ ク トル で1703α η一ユに吸 収 が 認 め られ るこ とか ら,エ ス テ ル結 合 の存 在 を 想定 レ1
.ア ル カ リ
で処 理 した と ころ,2分 子 のferulicacidとG20H2006の 無 色 粉 末(撒)を 得,撒 はNMRス
ペ … ゆ ら ・・h・d・・一・・hyd・ ・一…6・ ・f・・yl・1・ ・h・1と 考 え られ た ・ か く し て …eh甲 ・・a・
の 構 造 を 皿 と決 定 した 。
へ








Akasolignan(IV)はmp爲4-136。 の無 色 プ リズ ム 晶 で,MSス ペ ク トル よ り分 子 式C20H2007を 設
定 し,IRス ペ ク トルで1750α ガ1に 吸 収 が 認 め られ る こ とか ら5員 環 ラク トンの 存 在 を考 え,NMR
ス ペ ク トル の5・2gPPm(1H,d,J=3・5Hz)と5・33PPm(1H,d,J=・3.5H .z)の2つ の シ グ ナル か ら
芳 香 環 と酸素 に 結 合 した メ チ ン基2個 の 存 在 を認 め,そ の 結 合定 数 お よ びNOE・ の実 験 結 果 か ら
2つ の水素 は互 に まγα囎 の 関係 にあると考えた。13GNMRス ペ ク トルで,メ トキ シ基2個,メ チ レン基1個,










り,akasolignanの 構 造 をWま た は そ の 鏡 像 体 と 推 定 し た 。 ・
(一)一epiafzelechin一(一)一epicatechin-4,8(or6)一dimer.(V)は 無 色 粉 末 で,そ のtri-
methylsilyl碗herのMSス ペ ク トル 〔加/θ:1210(M+)〕 お よ び(一)一epicat¢chin(眠) .との ㎜
ス ペ ク トル の 堵 較 に よ り カ テ キ ンの 二 量 体 と 考 え られ た 。 そ こ で ,カ テ キ ンの 二 量 体 の 構 造 決 定
に 常 用 さ れ る 酸 に よ ぐ 解 裂 反 応 を 行 な いpelargonidin(X鶏 と(一 う一epicatechin(駅)牽 得,.そ











































審 査 ・ 結 果 の 要 旨
本 論 文 の 著 者 は カ ラ ム シ 属 植 物 の 成 分 を 検 索 し,薬 用 資 源 の 開 発 に 資 す る 目 的 で 本 研 究 に 従 事
し,大 要 次 の 所 見 を 得 た 。
1)ア カ ソB。 θ伽 ¢γ宛6幅 。"3μ8の 地 下 の メ タ ノ ー ル エ キ ス よ りboehmerin,(一)一epi-
afzelechin一(一)一epicatechinr4,8(or6)一dimer,boehmenan,akasolignan(以 上4種 は
新 化 合 物),querce.tin,taxifolin,avicularin,(一)一epicatechin,(一)一epicatechin一
(一)一epicatechir4,8(Qr6)一dimer,oleahohcacid,.β 一sitosterol等 を 分 離 し た 。
2)ア カ ソ の 地 上 部 の メ タ ノ ー ル エ キ ス よ りastragalln,hyperin,Kaempferol-3-ruti-
nosidg,ruti恥methylcaffeate,β 一sitosterol等 を 単 離 し た 。
3)オ ニ ヤ ブ マ オ β。θ加 θ短 α.ん 。♂。3θ悔 。6α、の 葉 の メ タ ノ ー ル エ キ ス よ りastragalin,hype-
rln,kaempfero卜3-rut誼oside,rutin等 を 分 離 同 定 し た 。
4)王 述 の4種 の 新 化 合 物 に っ い て は,そ れ ぞ れ の 化 学 的 な ら び に 物 理 化 学 的 諸 性 質 々)ら そ れ
ぞ れ の 化 学 構 造 を 一 応 次 の 如 く解 明 し た 。



































































Boehmerinは 糖 部 に アセ チル 基 を もつ フ ラボ ノ ール 配糖 体 で,こ の 種 の 化 合 物 が 天 然 か ら単
離 され た例 はす くな い6(一)一Epiafzelechin一(一)一epicatechir4,8(or6)一dimer.はcate-
chi.polymdの 一 種 で,酸 に よ りア ン トチ ア ニ ジ ンを生 成 す る こ とか らプ ロア ン トチ ア ニ ジ ン
と も呼 ば れ る歩,構 成 成 分 と して(一)一epiafzelechinを 含 む 点 で珍 しい 。Boehmenanは2分
子 の コニ フ ェ リー ル ア ル コー ル が側 鎖 とフ ェノ ー ル性 水 酸 基 ζの 間 で縮 合 して生 じた リグ ナ ンに
2分 子 の フ ェル ラ.酸が エ ス テル 結 合 した 物 質 で あ る。Akasolignanは もoehmenanと は異 った型
の リグ ナ ンで,生 合 成 過 程 を異 にす る リグ ナ ンが 同「 植 物 体 中 に共 存 す る こと は興 味 深 い。
カ ラム シ 属 植 物 は互 に よ く似 た成 分を 含 有 し,地 下 部 に は カ テ キ ン類,地 上 部 に は フ ラボ ノ イ
ド配 糖 体 を主 とす る フ.エノ ー ル性 化 合 物 の 存 在 が 概 して 目立つ 。
以 上の 内 容 を も っ 本 論 文 は学 位論 文 と して価 値 あ る も の と認 め る。
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